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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 Thiopenta1， diazepamの単独投与，および逐次投与

による脳波の速歩（13～25Hz）に関して，主として二

次元等電位図により分析を行い，両速波の頭皮目の分

布の仕方の違いと相互作用などにつき検討した．

 方法

 被検者を任意に2グループにわけ，thiopental 100

mgを静脈内投与し，5分後にdiazepaln 15mgを追加

投与，および逆の順序による投与を行い，12部位から

脳波を単極導出した．収録した脳波をA／D変換し，6

帯域に細分化した速波の4秒毎の平均振幅を求め，多

項係数を計算し，等電位図を作製した．二つの等電位

図のパターンの相違の程度をQ－value， Fvalueを計

算し，数量化した．

 結果

 1．各薬剤投与による脳電位図のパターン

 Thiopentalにて最大部を前頭部後ろに持つ同心円

状の振幅の増大がみられた．Diazepamにより前頭部

に最大点を持ち，頭部全体に振幅の増大がみられた．

両剤投与により，投与順に拘わらず，最大点を前頭頂

部に持つ同心列状の振幅の増大が見られた．

 2．パターン変化と多項係数

 それぞれの薬物投与により定数項の多項係数の増大

がみられ，又，前後の変化を反映する係数の増大が著

しかったが，thiopental投与に於ける係数の変化がや

や大であった．投与順に拘わらず，二二投与により同

程度の係数の増大がみられた．

 3．薬物投与による脳電位図のパターン変化

 薬物投与のパターンの時間的変化は，下剤投与直後

での値の増大が著しかったが，thiopental投与では中

間速波帯域における変化がはやく，Q－valueの変化は

19～21Hzで大きかった． Diazepam投与では21～23

HzでのQ－valueの変化が著明であった． F－valueの値

より，コントロールとdiazepam投与による脳電位図，

thiopentalと両剤投与による脳電位図間で有意差がみ

られなかった．これはパターンが類似していることを

示す．

 考察と結論

 多項係数，Q－valueによる等電位図のパターンの差

違の程度の数量化による分析を行なったが，パターン

の比較が客観的に行なえることは有用である．

Thiopental， diazepam投与による速波は，両剤投与に

より相互作用はみられたものの，この周波数帯域，こ

の時間域では相加的であった．
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論 文 審 査 の 要 旨

 ジアゼパムとサイオペソタールは，レセプターを共有し，脳波上共に類似した速波を発現させる．本研究で

は，両速波の頭皮上の分布の相違と相互干渉を，二次元脳電位図という新しい分析法によりパターンの差を数

量化することで客観的に検討したもので，学術上価値ある研究と認める．
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